
サマエル・アウン。ペオール

プッタたちは黄色いマントをはおっている。メンタル界の色は

黄色である。人間が四っの罪の体から解放されるとき、プッダ

となる。．。．．．・本書はマインドの科学の書である。

反エ　エアβ斤。　』〟A斤Jェエ。

ぞ≡≡．芦デ。ー．、≡、



崇拝すべき母クンダリニー

あり、マリアであり、マーヤ

ア、キュべレ…・であるo



我々が今日必要

リスチャン・ョガ、

である。我々はハ：

は全く何の役にもこ

いものだからであ．



人の子は、常にー■

アルカーノA・Z．

家庭内に喜びを、二

る過ちを許し合いな

にも人間的な過ちをj

悪とは両立しない。、

相伴コすデェ十月最　善；



クンダリニーは、エペソの教会に眠

この黙示録の教会は、肛門から指二本

ある磁気的中枢である。



震を支配できるようになる。

蛇が前立腺の高さに達すと

六枚の花弁を持ち、創造すと

ヤクラなしでは不可能であと

悠久の太古に肉体の起源を手

は今や見失われてしまったo

全生命を操作し、創造し、季

ス。セミニス）は、このチ」

聞く者はみな、フkと嵐を割切



授かる。額のチャクラを

きる。

クンダリニーが松果腺

クラは、きらめく千枚の

に輝く王冠である。聖霊



〟

決して精液をこぼさない場合でも

うに性的情欲を食つている。そ¢

クラに火を偏らせてしまい、千弁

という幸福を失っているのである

幸福、完全なるエクスタシーを授

ラオデキヤの教会は我々が意識的

域を旅する能力を授けてくれる。



しんだり、絶えず姦淫し

する者と同じであるo　ヨ

ならないo文字「S」は

ている。

インドのヨギ・クリス

やかな口笛）の力にっい

には、繊細な音、さらに

即座に幽体離脱する能力

メア、ノ　ょヂ1lーー．＿l』．エーIァ月日・



其のノスティック夫婦は、智恵の

しなければならない。愛すべき弟子

ということを理解してほしい。



性の秘儀（アルカーノA．Z．F

dhVarata）というサンスクリット讃

ノA・Z・F．を実践する者はみな



帰依者が聖なる母に願いこ

に沈んでいかなければなら＜

るまで、寝床から起きたり、

宇宙の母は形を持たないズ

とがある。イシス、レア、ョ



聖なる母は、心から後悔しているわが子を許す。我々

ある。それゆえ彼女はわが子を許すことをわきまえてし

悪行のカルマ、過去生のカルマはすべて、聖なる母に

心の底から後悔しているときには、罰は不要である。



かつて額を手の甲の上に置く。これ

17・創造的な喉を使つて、ェジプト人の

音する。このマントラは構成する二

に発音する。
ルルルル…・　ラ・一

FコfコF書R F2R R A A A A A AA・．．・



ヨガとは「神と

させないかぎり、

至高の純潔に至ら

ことはできないた

戸口から入るよう

いのだから」o（『



◆∵ポーズ』の届押虎

意志と想像力を調和的に力強く窮

なければならない。生命の純粋なカ

そして意志と想像力を結びっけて、

向かつて上昇させるのである。有頚

髄にからみつく一対の共鳴弦に沿プ

なければならない。



ノスティックは秩序を守り、規律正しくあるべきでよ

ては、誰一人として真実の前進を実現することはできフ



あるときインドのスワミ：

彼は聴衆の前で、サマディ．

ヨガの必要性を説いていた（

くの人々は内的瞑想に少し

スワミによると、そのようこ

というのだった。



超視覚の初歩的な知

うな存在でなければヵ

の参入を許し、話して

秘教的規律に従う老

想像力を軽んじるとい

聖な超視覚であること

ることである。額のチ

りを帯び、輝き、きら



。訝

る私は、内的世界で妻の浮気。

中には我々の過去生の記憶がィ

インフラ

超視覚者が自然の低次意識る

で発見するだろう。自然の低望

楼んでいる。もし超視覚者がF

聖人のサタンが、大昔の過去≦

いるのを見ることだろう。しよ



帰依者は内的瞑想のために、」

変リラックスした二つの姿勢に・

◆√」妬者のポーズ

しかばねの姿勢で横たわる。イ

を体の側面に置く。死者が伸ば1

から、かかとをつけ、扇の形にj

◆ェ魅戌よがる魅戌

両手両足を左右に開いて、焔（

クスさせる。そうすると五空星（



超空間は、超幾何学を用いて彗

超空間と超幾何学に関するもの「

体積を認めるのであれば、体裾

ればならない。幾何学的な球を苛

きである。



〟

ない。もし本当に聖なる母を

ときに肉体をヒーナスの状儲

賢者はみな、大きく飛躍する

ちは地球を脱して、ここに表

らは他の惑星に生身の体を運



に懇願しながら。

ヒーナスの能力を獲得する

なければならない。ヒーナフ

鍵を注意深く選ぶとよい。



スのオグアラを呼ぶ。「クリストの名において、

クリストの力によつて、われはあなたを呼ぶ。オ：

アラ。わが体をヒーナスの状態にしたまえ」o　こ（

りに就くまで繰り返す。それから眠りを純金のごィ

がる。空中に浮かぶつもりで軽くジャンプしなさl

れはすでにヒーナスの状態にある。もし浮かばなフ

練習を繰り返しなさい。



い虚しい理論家たちの冷かし〕

なのである。

◆∴恵方の磨

いつもの眠りから目覚める」

も分析したりせず、概念的なま

ドから跳び起きるとよい。叡∃

てよく焼き入れして戦いのた～

を持って飛び起きるのである。

べば、すでに肉体はヒーナス。



れをクリストの名によって願うの

ら肉体を連れ出し、そう頼んだ帰

達するより先に、帰依者の前に最

一番最後の泡は赤色である。その．

って来る。肉体が近づくにつれて

じる。肉体が目の前に来たときに』

学徒が最も奇異に感じて驚くのは



これが実践的神秘学と呼ばれ

れる。様々な神秘学の学校の生

論にうんざりしている。不幸に

に、容易に、すぐにでも、ごく

いと望んでいる。人生はすべて

得られるものなど一っもないと

ナスの能力を所有したい者は、



ワークを行う室内には、ヨ

なければならない。聖なるゼ

ナンツインとして、または当

べての像はある特定の聖人ベ

性を表現している。周知のと

の神は愛である。父として♂

ての神は心臓寺院に住む。屯



帰依者は毎日入浴すべう

いなければならない。



これら六っの特徴は、弟子のタンタ

このようにして庭師はエデンの園の美

クタ－（神酒）によつて、内なる繊糸一

事実、『黄色の書』は、実践的な稲

たちよ、この作品はイニシエーション



三昧）に達すると、何ら肉ゃ

ふだんと全く同じ状態で日領

（パラマハンサ。ヨガナンづ

【パパジ】　パパジとは、「毒

マタジは「尊い母」の意）。

活させたヨギ．クリストo　ノ

けてその使命を遂行させるこ

始者シャンカラと、16世糸



イ努ナ四卓

【平面上の－点を通る

エウクレィデス（ュ

み立てられた初等幾

を通らない直線ゼが

は一っあつてただー

【第六、第七根人種】
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